
株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について

〒141−0031　東京都品川区西五反田八丁目 1 番 5 号
TEL. 03−5436−0600　　http://www.avio.co.jp

当社ホームページのご案内
ホームページにて最新のIR情報等
をご覧いただけます。

http://www.avio.co.jp
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● 証券会社に口座を開設されている株主様
　　 　　⇒ 口座のある証券会社宛にお願いいたします。
● 証券会社に口座を開設されていない株主様
　　　　 ⇒ 上記電話照会先にお願いいたします。

毎年４月１日から翌年３月31日まで
毎年６月
定時株主総会 毎年３月31日
期 末 配 当 金 毎年３月31日
中 間 配 当 金 毎年９月30日
その他必要のあるときはあらかじめ公告します。
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

0120-782-031
https://www.smtb.jp/personal/agency/index.html
当社のホームページに掲載します。
http://www.avio.co.jp/company/ir/index.htm
ただし、電子公告を行うことができない事故その
他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に掲載します。

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
同 事 務 取 扱 場 所

（ 郵 便 物 送 付 先 ）

（ 電 話 照 会 先 ）
（インターネットホームページURL）
公 告 の 方 法

◦
◦
◦

◦

◦

◦

株主メモ
連結財務ハイライト

■ 売上高

■ 営業損益

■ 経常損益

■  
（前中間期 △626百万円）

（前中間期 △597百万円）

（前中間期 7,794百万円）7,708百万円

△376百万円

△356百万円

△397百万円（前中間期 △804百万円）
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（注）2017年10月1日付の株式併合に伴い前々年度期首（第68期）に株式併合が行われたと仮定して算出しています。
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売上高
（単位：百万円）

■中間　■期末

■中間　■期末
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■中間　■期末

■中間　■期末

営業損益
（単位：百万円）

親会社株主に帰属する四半期純損益
（単位：百万円）

１株当たり四半期純損益（注）
（単位：円）

経常損益
（単位：百万円）

総資産・純資産
（単位：百万円）

親会社株主に帰属する
四半期純損益

　ごあいさつ
　株主の皆様には、日頃より
格別のご高配を賜り厚く御礼
申しあげます。
　ここに第70期上期（2019
年４月１日から2019年９月
30日まで）の事業概況等に
ついてご報告申しあげます。
上期事業環境について
　当上期の事業環境につきま
しては、雇用・所得環境の緩
やかな改善が続くものの、ア
ジア向けの輸出を中心に弱さ
が長引いており、また、米中
貿易摩擦の影響等に伴う世界
経済の停滞懸念等により、依
然として先行き不透明な状況
で推移しました。

上期の連結業績について
　このような事業環境における当社グループの上期連結
業績は以下のとおりでございます。
売上高の状況
　情報システムは増加したものの電子機器の減少および
前期においてプリント配線板（前年同期売上高３億20百
万円）が事業終息したことから、前年同期比86百万円減
少の77億８百万円(前年同期比1.1％減)となりました。
損益の状況

　売上高は減少したものの、オペレーションの見直し、
原価改善および諸経費削減に努めたことから、営業損益
は前年同期比２億40百万円改善の３億56百万円の損失、
経常損益は前年同期比２億50百万円改善の３億76百万円
の損失となりました。
　また、親会社株主に帰属する四半期純損益は、営業損
益および経常損益の改善に加え、法人税等が前年同期に
比べ減少したことから、前年同期比４億６百万円改善の
３億97百万円の損失となりました。
　なお、2019年７月31日付でNAJホールディングス株
式会社による当社普通株式の公開買付けの開始予定およ
び日本電気株式会社（以下、NEC）による当社普通株式
の全部を当該公開買付けに応募することへの合意を公表
いたしました。本公開買付けが成立した場合、当社は
NECの連結子会社ではなくなる予定です。
　配当につきましては、誠に遺憾ながら普通株式中間配
当金、第１種優先株式中間配当金および第２種優先株式
中間配当金について無配とさせていただきました。
　株主の皆様におかれましては引き続き変わりなきご支
援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

代表取締役執行役員社長

第70期 中間報告書

証券コード：6946

2019年４月１日～2019年９月30日
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セグメント別の概況

■情報システム� 売上構成比率�73.1％
■ 売上高 56億38百万円
前年同期比 23.4%増

■ セグメント損益 △ １億３百万円
前年同期比 ３億34百万円改善

　防衛省の国内調達が低調に推移している影響があ
るものの、表示・音響関連装置が堅調に推移したこ
とから、売上高は増加しました。セグメント損益は、
売上高の増加、原価低減および前年同期にあった不
採算案件が減少したことから改善しました。

指揮・統制装置 電波応用装置表示・音響装置 ハイブリッドIC

■電子機器� 売上構成比率�26.9％

　赤外線機器の売上高がほぼ横ばいに推移したもの
の、接合機器の売上高はスマートフォン市場の低迷
継続により減少しました。
　セグメント損益は諸経費の削減に努めたものの、
売上高の減少により悪化しました。

■ 売上高 20億69百万円
前年同期比 28.8%減

■ セグメント損益 △ ２億53百万円
前年同期比 １億69百万円悪化

トピックス

　5G、IoTの伸長で光・センサデバイスの需要が増
加しております。そこで、水晶デバイスのパッケージ
封止装置の製造販売において業界No.1の納入実績を
もつ当社はその技術を生かし、光・センサデバイスの
生産において、従来人手で行っていた作業を全自動で
一貫生産する「自動シーム溶接機NAW-6000」をご
用意しました。
　NAW-6000は全自動化することによる生産性の向
上、省力化に加え、ネットワークに接続することによ
る製造時のライン管理などの特色が評価され、多数の
お客様に導入いただいております。当社は今後も「つ
ける」をキーワードにお客様の困りごとを解決してま
いります。

5G、IoTの伸長で増加している光・センサデバイスのパッケージ
封止に対応する『自動シーム溶接機NAW-6000』の販売開始

InfReC
R550
シリーズ

無線式
耐圧防爆型

サーモグラフィシステム 小型超音波金属溶接機
変位制御パルスヒート
TCW-DP100 （注）第1種優先株式および第2種優先株式は、日本電気株式会社が全株所有しております。

普 通 株 式 第1種優先株式 第2種優先株式
⑴�発行可能株式総数

8,000千株
7,600千株 4,000千株 1,500千株

⑵�発行済株式総数
5,130千株

2,830千株 800千株 1,500千株

⑶�株主数 3,295名 1名 1名

株式の状況（2019年9月30日現在）

＜NAW-6000＞

会社の概況（2019年9月30日現在）

■ 商　　　号 日本アビオニクス株式会社

■ 英 文 商 号 Nippon Avionics Co., Ltd.

■ 設　　　立 1960年4月8日

■ 資　本　金 58億95百万円

■ 従 業 員 数 813名（連結）　726名（単独）

■ 証券コード 6946

■ 拠点および事業所
本社、横浜事業所、新横浜事業所、中部支店、西日本支店、福岡営業所

■ 子会社
福島アビオニクス株式会社

役員の状況（2019年9月30日現在）

会社の概況

（注） 延岡健太郎および望月愛子の
両氏は、社外取締役であります。
秋津勝彦、伊藤茂樹および大
久保智史の各氏は業務執行を
行わない取締役であります。

取締役
代 表 取 締 役 竹 内 正 人

取 締 役 上 田 　 勇

取 締 役 秋 津 勝 彦

取 締 役 延　岡　健太郎

取 締 役 望 月 愛 子

取 締 役 伊 藤 茂 樹

取 締 役 大久保　智　史

（注） 鈴木智雄、篠田亨および千原
真衣子の各氏は、社外監査役
であります。

監査役
監査役（常勤） 鈴 木 智 雄

監査役（常勤） 篠 田 　 亨

監 査 役 千　原　真衣子

監 査 役 大 貫 篤 繁

トピックス

（注）自己株式(6,052株)を控除して計算しております。

■ 金融機関
　 162千株
　 （5.7％）

■ 外国法人等
 　37千株
 　（1.3％）

■ その他の法人
 　1,444千株
 　（51.2％）

■ 証券会社
 　96千株
 　（3.4％）

■ 個人その他
 　1,083千株
 　（38.4％）

⑷�所有者別分布の状況（普通株式）

株式の状況（2019年9月30日現在）

　近年、赤外線サーモグラフィは、プラントの火災事
故の多発や労働人口の減少により、安心・安全／品質
向上／省人化をキーワードとした需要が増加していま
す。このような状況を踏まえ、お客様がそれぞれの用
途に応じて簡単に導入できるよう3種類の標準パッ
ケージ（プロセスコントロール、発火監視、防爆型監
視）をご用意しました。
　これにより、お客様は適切なパッケージを選択し即
時に評価を行うことができ、また導入効果の確認も容
易になったことから、導入期間の短縮、利便性の向上
などにより多数のお客様から高い評価をいただいてお
ります。当社はこのような標準パッケージの提供を通
じて「社会の安心・安全」に貢献してまいります。

執行役員
執行役員社長 竹 内 正 人 ※
執行役員常務 上 田 　 勇 ※
執 行 役 員 橋 本 　 隆
執 行 役 員 山 後 宏 幸
執 行 役 員 松 木 　 徹
執 行 役 員 中 谷 直 人
執 行 役 員 井 田 　 徹
執 行 役 員 吉 井 　 徹
執 行 役 員 新 屋 明 彦
執 行 役 員 大 島 宏 之

（注） ※の執行役員は、取締役を兼務し
ております。

お客様が容易に導入可能な『赤外線サーモグラフィカメラ監視システム』
標準パッケージを3機種同時販売開始

＜監視システム標準パッケージ＞

コントローラ＋専用ソフトサーモグラフィカメラ
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● 証券会社に口座を開設されている株主様
　　 　　⇒ 口座のある証券会社宛にお願いいたします。
● 証券会社に口座を開設されていない株主様
　　　　 ⇒ 上記電話照会先にお願いいたします。

毎年４月１日から翌年３月31日まで
毎年６月
定時株主総会 毎年３月31日
期 末 配 当 金 毎年３月31日
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その他必要のあるときはあらかじめ公告します。
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当社のホームページに掲載します。
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ただし、電子公告を行うことができない事故その
他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に掲載します。
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（単位：百万円）

総資産・純資産
（単位：百万円）

親会社株主に帰属する
四半期純損益

　
会社の概況（2019年9月30日現在）

■ 商　　　号 日本アビオニクス株式会社

■ 英 文 商 号 Nippon Avionics Co., Ltd.

■ 設　　　立 1960年4月8日

■ 資　本　金 58億95百万円

■ 従 業 員 数 813名（連結）　726名（単独）

■ 証券コード 6946

■ 拠点および事業所
本社、横浜事業所、新横浜事業所、中部支店、西日本支店、福岡営業所

■ 子会社
福島アビオニクス株式会社

役員の状況（2019年9月30日現在）

会社の概況

（注） 延岡健太郎および望月愛子の
両氏は、社外取締役であります。
秋津勝彦、伊藤茂樹および大
久保智史の各氏は業務執行を
行わない取締役であります。

取締役
代 表 取 締 役 竹 内 正 人

取 締 役 上 田 　 勇

取 締 役 秋 津 勝 彦

取 締 役 延　岡　健太郎

取 締 役 望 月 愛 子

取 締 役 伊 藤 茂 樹

取 締 役 大久保　智　史

（注） 鈴木智雄、篠田亨および千原
真衣子の各氏は、社外監査役
であります。

監査役
監査役（常勤） 鈴 木 智 雄

監査役（常勤） 篠 田 　 亨

監 査 役 千　原　真衣子

監 査 役 大 貫 篤 繁

トピックス

（注）自己株式(6,052株)を控除して計算しております。
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 　（38.4％）

⑷�所有者別分布の状況（普通株式）

株式の状況（2019年9月30日現在）

　近年、赤外線サーモグラフィは、プラントの火災事
故の多発や労働人口の減少により、安心・安全／品質
向上／省人化をキーワードとした需要が増加していま
す。このような状況を踏まえ、お客様がそれぞれの用
途に応じて簡単に導入できるよう3種類の標準パッ
ケージ（プロセスコントロール、発火監視、防爆型監
視）をご用意しました。
　これにより、お客様は適切なパッケージを選択し即
時に評価を行うことができ、また導入効果の確認も容
易になったことから、導入期間の短縮、利便性の向上
などにより多数のお客様から高い評価をいただいてお
ります。当社はこのような標準パッケージの提供を通
じて「社会の安心・安全」に貢献してまいります。

執行役員
執行役員社長 竹 内 正 人 ※
執行役員常務 上 田 　 勇 ※
執 行 役 員 橋 本 　 隆
執 行 役 員 山 後 宏 幸
執 行 役 員 松 木 　 徹
執 行 役 員 中 谷 直 人
執 行 役 員 井 田 　 徹
執 行 役 員 吉 井 　 徹
執 行 役 員 新 屋 明 彦
執 行 役 員 大 島 宏 之

（注） ※の執行役員は、取締役を兼務し
ております。

お客様が容易に導入可能な『赤外線サーモグラフィカメラ監視システム』
標準パッケージを3機種同時販売開始

＜監視システム標準パッケージ＞

コントローラ＋専用ソフトサーモグラフィカメラ


